
 
 

図 1	
 OpenFlowネットワークの構成例 
Fig. 1. Example of OpenFlow Network Topology  
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In recent years, network traffic continues to increase with the spread of smart-phone. To accommodate this, carriers and data 
centers has enhanced the network, are plagued by the complexity of reconfiguring the VLAN and IP address of this when 
taking into account the physical network. Network control technology called OpenFlow has been proposed to deal with these 
challenges. OpenFlow is defined as "flow" a series of communications be determined by a combination of IP address and 
MAC address, port number, etc. to realize the programmable routing on a per-flow basis. That is by using the OpenFlow, and 
can be solved by simply setting a logical connection to the controller reconfiguration of network configuration was 
cumbersome traditional. In this paper, we investigate the trends in research on OpenFlow is a new generation of network 
technology, to examine the challenges and solutions. 
 
１． はじめに 
	
 近年，スマートフォンの普及に伴いネットワークの

トラフィックは増大し続けている．これに対応するた

め，通信事業者やデータセンターはネットワークを増

強しているが，この際物理ネットワークを考慮しなが

らの IPアドレスや VLANの再設定の煩雑さに悩まさ
れている [1][2]．このような課題に対処するため

OpenFlow[3][4]と呼ばれるネットワーク制御技術が提案

された．OpenFlowは MACアドレスや IPアドレス，
ポート番号などの組み合わせによって決定される一

連の通信を「フロー」として定義し，フロー単位での

経路制御をプログラマブルに実現する．OpenFlow を
用いることで，従来の煩雑であったネットワークの再

設定が論理接続構成をコントローラに設定するだけ

で解決できるとされている． 
	
 本稿では，新世代ネットワーク技術である OpenFlow
について研究動向を調査し，課題や解決策について検

討する． 
 
２． OpenFlowの概要 

OpenFlowとは，SDN(Software Defined Network)[5]を

実現するべく Stanford 大学で考案されたネットワーク
アーキテクチャである．OpenFlow はコントローラと
OpenFlow スイッチで構成される（図 1 参照）[6]．

OpenFlow におけるフローは，「物理ポート，送信元
MAC アドレス，宛先 MAC アドレス，イーサタイプ，
VLAN ID，VLAN プライオリティ，送信元 IP アドレ
ス，宛先 IP アドレス，IPプロトコル，ToS，送信元ポ
ート番号，宛先ポート番号」の組み合わせで表現され

る[7]．スイッチに最初のパケットが到着すると，まず

コントローラに転送される．コントローラは最初のパ

ケットのヘッダ情報などに基づいて経路上のスイッチ

のフローテーブルを設定し，パケットの送付元のスイ

ッチに返送する．2 番目以降のパケットは，各スイッ
チに設定されたフローテーブルの指示に従い，コント

ローラの送付されることなく転送される． 

 
３． 課題と解決策 
〈3･1〉	
 ネットワークの簡略化	
 	
 現在のネットワ
ーク機器は，ベンダーごとに設定方法が異なるため，

同一ネットワーク上に異なるベンダーの機器を設置
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すると管理者の負担が増大してしまう．しかし，

OpenFlowでは，ONF(Open Network Foundation)[8]によ

ってプロトコルが標準化されているので，異なるベン

ダーの機器であっても設定方法は同一である．また，

既存の機器（ルータ，ファイアウォール，ロードバラ

ンサなど）の機能を OpenFlowで実現することができ
る．これは，	
 OpenFlowでは L1~L4までをフローと
して定義しているためである． 
〈3･2〉	
 ネットワークの冗長化	
 	
 OpenFlowスイッ
チの故障や，メンテナンスが必要な場合でも，業務を

止めずに特定のスイッチを迂回してパケットを転送す

る仕組みが備わっている[9]．OpenFlowでは，物理構成
と論理構成が異なっていても問題は発生しない．スイ

ッチをメッシュ接続し，多重化はコントローラに設定

するのみである．冗長化のために余計なスタンバイ機

器を備えておくような無駄がなくすことができる．ま

たスパニングツリーやリンクアグリゲーションなどの

冗長化プロトコルを使わなくても冗長化を図ることが

できる(11)． 
４． 今後の課題と対策 
	
 〈4･1〉	
 負荷の集中	
 	
 OpenFlowにおいて最も懸
念されているのは，処理の多くが OpenFlowコントロ
ーラに集中するため，スケーラビリティがどれだけあ

るかということだ．これについては，コントローラを

複数分散させクラスタリングを行うことで対応可能

だとされている[10]．これは，コントローラが障害の原

因にならないようにする場合の対応でもある． 
	
 〈4･2〉	
 導入のリスク	
 	
 OpenFlowは実装例が少
なく，障害時の対応に関する知識が足りていないと考

えられる．これは，OpenFlowを導入した企業がこれか
ら現場で障害が発生した際，行った対応を蓄積してい

くしかない．また，OpenFlowに対応した機器はまだ普
及していないため，現状の機器よりもはるかに高価で

ある．新しい製品は総じてはじめは高価であるが普及

していくにつれ徐々に値段は落ち着いてくるだろう． 
 
５． おわりに 
本論文では，従来煩雑であったネットワークの設定

が論理接続構成をコントローラに設定するだけで解決

できる次世代のネットワーク制御技術“OpenFlow”につ
いて，現状の課題と対策について述べた．また今後新

たに問題となる可能性がある課題について検討した．

今後はこの課題について解決策を検討する予定である． 
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